
「
本
朝
棲
陰
比
事
」

論

序

井
原
西
鶴
は
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
「
好
色
一
代
男
」
を
刊
行

し
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
五
十
一
歳
で
没
す
る
ま
で
、
次
々
に

新
し
い
題
材
を
取
り
上
げ
て
浮
世
草
子
を
発
表
し
た
。

西
鶴
の
浮
世
草
子
に
は
、
大
き
く
分
類
し
て
、
「
町
人
物
」
「
好
色

物
」
「
武
家
物
」
「
世
話
物
」
「
雑
話
物
」
と
に
分
け
ら
れ
る
。
な
か
で

も
「
武
家
物
」
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
か
ら
翌
元
禄
元
年

（
一
六
八
八
）
に
か
け
て
次
々
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
『
男
色
大
鑑
』

『
懐
硯
』
『
武
道
伝
来
記
』
『
武
家
義
理
物
語
』
『
新
可
笑
記
』
な
ど
の

作
品
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
武
家
物
」
と
は
、
武
士
の
生
活
・
義
理
・
礼

儀
を
説
い
た
武
士
道
教
訓
書
的
作
品
で
あ
る
。
こ
の
「
武
家
物
」
の

最
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
可
笑
記
』
の
直
後
（
二
ヶ
月
後
）
元
禄
元

年
（
一
六
八
九
）
正
月
に
『
本
朝
楼
陰
比
事
』
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

西
鶴
の
浮
世
草
子
で
は
、
「
雑
話
物
」
ま
た
は
「
裁
判
物
」
に
属
す

る。
『
本
朝
樫
陰
比
事
』
は
、
全
五
巻
四
十
四
話
か
ら
な
る
短
編
小
説

集
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
話
が
「
む
か
し
都
の
町
に
」
と
い
う
書
き

出
し
で
始
ま
り
、
「
御
前
」
あ
る
い
は
「
御
奉
行
」
と
し
か
表
現
さ
れ

下

真

里

山

な
い
裁
判
官
が
登
場
し
、
お
し
ら
す
裁
き
を
行
う
と
い
う
裁
判
物
語

の
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
西
鶴
の
今
ま
で
の
作
品
に
は
見

ら
れ
な
い
趣
向
で
あ
る
。
ま
た
、
「
好
色
物
」
「
世
話
物
」
研
究
が
進

ん
で
い
る
の
に
対
し
て
知
名
度
も
低
く
、
研
究
者
の
多
く
か
ら
も
西

鶴
の
他
の
作
品
に
比
べ
て
文
学
的
価
値
が
低
く
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
が
文
学
的
に
他
の
西
鶴
の
作
品
よ
り

劣
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
裁
判
小
説
集
『
本
朝

楼
陰
比
事
』
の
な
か
に
西
鶴
自
身
の
裁
判
・
推
理
へ
の
興
味
と
い
う

も
の
が
集
約
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
西
鶴
の
多
才
ぶ
り
が
そ

こ
に
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
『
本
朝
楼
陰
比
事
』
の
成
立
を
探
る
た
め
、
『
本
朝
楼
陰
比

事
』
の
直
前
に
刊
行
さ
れ
た
司
武
家
義
理
物
語
』
『
新
可
笑
記
』
に
既

に
裁
判
小
説
の
趣
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
『
新
可
笑

記
』
を
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
へ
と
西
鶴
の
趣
向
の
移
り
変
わ
る
過
渡

期
作
品
と
し
て
と
ら
え
、
さ
ら
に
、
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
を
詳
細
に
分

類
・
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
鶴
の
裁
判
小
説
集
の
特
色
を
明

ら
か
に
し
て
み
た
い
。
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第
一
章
『
新
可
笑
記
』
か
ら
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
へ

『
新
可
笑
記
』
は
、
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
の
刊
行
直
前
の
元
禄
元
年

三
六
八
八
）
十
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
、
全
五
巻
二
十
六
話
か
ら
な

る
短
編
小
説
集
で
あ
る
。
西
鶴
の
浮
世
草
子
の
な
か
で
は
、
一
般
的

に
は
「
武
家
物
」
に
位
置
付
け
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
「
武
家
物
」

と
し
て
の
統
一
性
が
な
く
、
各
話
の
構
成
に
も
雑
多
な
部
分
が
指
摘

さ
れ
、
西
鶴
作
自
体
が
疑
わ
れ
る
ほ
ど
欠
点
が
目
立
つ
作
品
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
『
新
可
笑
記
』
の
作
品
中
に
は
裁
判
・
推

理
の
趣
向
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
新
可
笑
記
』
直
後

に
刊
行
さ
れ
た
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
の
成
立
意
図
と
深
い
か
か
わ
り

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
章
で
は
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
の
成
立
意
図
を
探
る

た
め
に
も
、
『
新
可
笑
記
』
に
み
え
る
裁
判
・
推
理
の
趣
向
を
考
察

し
て
み
た
い
。

第
一
節
「
武
家
物
」
と
し
て
の
『
新
可
笑
記
』

こ
こ
で
は
、
ま
ず
『
新
可
笑
記
』
を
「
武
家
物
」
と
し
て
の
観
点

か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

『
新
可
笑
記
』
の
序
文
に
、
こ
の
作
品
が
『
可
笑
記
』
に
倣
っ
て

書
か
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
『
可
笑
記
』
は
如
働
子

作
で
、
五
巻
五
冊
、
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
九
月
に
刊
行
さ
れ

た
仮
名
草
子
で
あ
る
。
儒
教
の
立
場
か
ら
広
く
和
漢
の
古
今
に
わ

た
っ
て
主
君
や
武
士
の
思
慮
判
断
、
行
為
の
利
鈍
を
批
判
し
、
現
時

の
武
士
道
の
頚
廃
を
嘆
く
武
士
生
活
を
対
象
と
し
た
教
訓
書
で
あ
る
。

ま
た
『
新
可
笑
記
』
各
話
の
副
題
は
、
全
て
「
武
士
は
：
：
：
の
事
」

と
さ
れ
て
お
り
、
武
士
を
主
題
に
し
た
説
話
を
集
め
よ
う
と
し
た
意
、

図
が
伺
え
る
。
二
十
六
話
の
内
容
も
、
武
士
道
を
説
く
内
容
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。

『
新
可
笑
記
』
は
そ
の
序
文
・
副
題
な
ど
作
品
の
構
成
面
か
ら
み

る
と
、
他
の
西
鶴
「
武
家
物
」
作
品
と
の
共
通
点
が
み
う
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
『
新
可
笑
記
』
は
「
武
家
物
」
的
要
素
を
兼
ね
備
え
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
武
士
が
全
く
登
場
し
な
い
話
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
巻
二
の
二
「
官
女
に
人
の
知
ら
ぬ
灸
所
」
と
巻
五
の
四

「
腹
か
ら
の
女
追
剥
」
の
二
話
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
話
は
、
武

士
が
全
く
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
明
ら
か
に
副
題
と
の
ず
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
武
士
は
登
場
す
る
が
話
の
中
心
が
明
ら
か
に
武
家
物
と
は

程
遠
い
も
の
が
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
巻
一
の
五
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
新
可
笑
記
』
二
十
六
話
中
に
は
、
副
題
と
内
容
と

の
矛
盾
の
あ
る
話
が
含
ま
れ
、
も
し
西
鶴
が
「
武
家
物
」
作
品
と
し

て
刊
行
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
統
一
一
性
を
欠
い
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
編
集
ミ
ス
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
点
が
、
「
新
可
笑
記
」
の
文
学
的
価
値
が
低
く
、
さ
ら
に
は
西

鶴
作
と
い
う
こ
と
ま
で
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
大
き
な
要
因
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
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第
二
節
『
武
家
義
理
物
語
』
に
み
え
る
裁
判
・
推
理
の
興
味

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
『
新
可
笑
記
』
を
西
鶴
の
他
の
「
武
家

物
」
と
比
較
し
た
場
合
、
単
に
西
鶴
の
失
敗
作
品
と
の
見
解
に
集
中

し
が
ち
で
あ
る
。
障
峻
康
隆
氏
（
『
西
鶴
評
論
と
研
究
・
下
』
）
に

よ
れ
ば
、
「
強
い
て
、
『
新
可
笑
記
』
の
存
夜
意
義
を
求
む
れ
ば
、
翌



元
禄
二
年
正
月
刊
の
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
の
母
胎
で
あ
る
」
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
新
可
笑
記
』
に
関
し
て
最
も
多
く
指
摘
さ
れ
て

い
る
説
で
あ
る
。
『
新
可
笑
記
』
を
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
の
母
胎
作
品

と
す
る
根
拠
に
は
、
こ
の
一
一
作
品
の
刊
行
が
続
い
て
お
り
、
特
に

「
裁
判
・
推
理
の
趣
向
」
が
『
新
可
笑
記
』
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る

点
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
実
際
そ
の
話
が
『
新
可
笑
記
』
二
十

六
話
中
、
五
話
に
見
ら
れ
る
。
「
母
胎
」
と
い
う
か
ら
に
は
、
こ
の
趣

向
が
『
新
可
笑
記
』
に
至
っ
て
初
め
て
出
現
し
た
意
味
合
い
に
と
れ

る
が
、
実
は
『
新
可
笑
記
』
以
前
の
『
武
家
義
理
物
語
』
に
お
い
て

既
に
そ
の
趣
向
、
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
武
家
義
理
物
語
』
は
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
二
月
、
『
新
可

笑
記
』
に
先
立
っ
て
刊
行
さ
れ
た
「
武
家
物
」
作
品
で
あ
る
。
書
名

の
示
す
通
り
、
全
二
十
六
話
に
は
武
士
の
義
理
物
語
が
描
か
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
『
武
家
義
理
物
語
』
に
見
ら
れ
る
推
理
の
趣

向
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

（
一
）
巻
三
の
一
「
発
明
は
瓢
箪
よ
り
出
る
」

推
理
の
趣
向
は
、
『
武
家
義
理
物
語
』
巻
三
の
一
「
発
明
は
瓢
箪
よ

り
出
る
」
に
み
ら
れ
る
。
加
え
て
、
こ
の
話
は
中
国
の
裁
判
実
例
集

さ
い
び
は
こ
を
つ
る

『
業
陰
比
事
』
の
「
済
美
釣
レ
陸
」
を
原
拠
と
し
て
い
る
。

こ
の
ご
作
品
を
比
較
し
て
み
る
と
、
『
業
陰
比
事
』
か
ら
推
理
の

趣
向
を
持
ち
出
し
て
、
な
お
か
つ
「
武
家
物
」
の
要
素
も
う
ま
く
盛

り
込
ん
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

〈表一〉

内 ：；コ』ー 登場人物

たさて万い老侍がらと侍が戸江づ

発轄甥「武家義
。ら海にた なす

旅僧老侍人滝津氏竹嶋氏ににつ事 いる船
二投けか、。が上め

人げ捨てら旅僧ii> 園 、でか のの
の 浮き 推 つー斬ら 某某

侍て 理 手陣方り郷帰中
武武のたのし の合 よ

嘩喧事代て瓢箪をぷy、万い 土士 り 2
をわ、 がをの ））  出ニ

を見り瓢箪を 持い見し二 る の
11::抜に つるつよ人 」

めきし て主かうの
） 

たた銀がをがにたみたつ物荷あ
。た沈川訴事川。た る

商人船頭済美
め引めにつににそ箱を船頭カミ

詩的事
って投た気付 沈れを載

観察使
船頭掛水げえ めを荷人 せ
か夫た出いて見 る商
のつに事たた隠たが時人
犯行でさを。商人し船頭 荷 に 箆
ががあわら害見重電はた。は中の長銀雇わ

判明 っせ 、、盗箱に れ
てる 犯済美 まを隠の船
しきと鍵人 れ盗し入に
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合
一
）
巻
一
の
一
「
我
物
ゆ
へ
に
裸
川
」

こ
こ
で
は
青
砥
藤
綱
が
登
場
す
る
有
名
な
「
滑
り
川
」
の
逸
話
を

原
拠
と
し
て
い
る
。
青
砥
藤
綱
は
、
鎌
倉
時
代
の
家
人
で
、
清
廉
潔

白
な
性
格
と
公
平
な
裁
判
を
行
っ
た
名
裁
判
官
と
し
て
有
名
な
人
物

で
あ
る
。
「
滑
り
川
」
の
逸
話
と
は
、
鎌
倉
滑
り
川
に
落
と
し
た
銭
十

文
を
探
す
の
に
五
十
文
分
の
松
明
を
買
っ
て
探
さ
せ
た
話
で
、
延
宝

七
年
五
月
（
一
六
七
九
）
刊
の
西
鶴
・
友
雪
の
『
両
吟
一
日
千
句
』

の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。



鎌
倉
の
御
所
の
お
比
丘
尼
近
付
て
友
雪

お
も
は
く
な
ら
ば
銭
も
て
ご
ざ
れ
西
鶴

恋
の
淵
松
明
く
は
っ
と
と
も
し
立
友
雪

こ
の
銭
松
明
の
連
鎖
は
、
前
の
鎌
倉
を
生
か
し
た
「
滑
り
川
」
の

逸
話
の
俳
譜
で
あ
る
。

ま
た
、
『
武
家
義
理
物
語
』
刊
行
直
前
の
元
禄
元
年
正
月
（
一
六
八

八
）
刊
の
『
日
本
永
代
蔵
』
巻
五
の
四
「
朝
の
塩
寵
タ
の
油
桶
」
に

も
、
「
む
か
し
青
砥
左
衛
門
が
松
矩
に
て
鎌
倉
川
を
さ
が
せ
し
も
世

の
重
宝
の
朽
捨
る
事
を
惜
て
の
思
案
ふ
か
し
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

こ
の
逸
話
は
西
鶴
に
は
大
変
印
象
深
い
話
で
あ
っ
た
と
見
え
る
。
そ

し
て
『
武
家
義
理
物
語
』
で
は
こ
の
素
材
を
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
て
、

「
我
物
ゆ
へ
に
裸
川
」
に
著
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
『
武
家
義
理
物
語
』
は
裁
判
実
例
集
を
原
拠
と
し
、

青
砥
藤
綱
と
い
う
名
裁
判
官
の
逸
話
を
盛
り
込
ん
で
い
る
な
ど
、
そ

こ
に
は
西
鶴
の
裁
判
・
推
理
へ
の
興
味
が
十
分
伺
え
る
。
『
新
可
笑

記
』
以
前
の
「
武
家
物
」
に
裁
判
・
推
理
の
趣
向
が
先
駆
け
て
用
い

ら
れ
、
更
に
『
新
可
笑
記
』
に
至
っ
て
、
そ
の
傾
向
が
多
く
表
れ
て

い
る
と
す
れ
ば
、
『
新
可
笑
記
』
は
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
の
「
母
体
」

作
品
と
い
う
よ
り
、
「
武
家
物
」
か
ら
「
裁
判
物
」
『
本
朝
棲
陰
比

事
』
へ
「
過
渡
的
作
品
」
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
西
鶴
自
身
の
興
味
の
流
れ
が
反
映

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
節
『
新
可
笑
記
』
に
み
え
る
裁
判
・
推
理
の
趣
向

前
節
で
は
、
『
新
可
笑
記
』
を
「
武
家
物
」
か
ら
『
本
朝
楼
陰
比

事
』
へ
の
過
渡
的
作
品
と
位
置
付
け
た
が
、
さ
ら
に
今
度
は
母
胎
説

の
理
由
で
も
あ
っ
た
、
『
新
可
笑
記
』
に
み
ら
れ
る
裁
判
・
推
理
の

趣
向
を
考
察
し
て
み
た
い
。
裁
判
・
推
理
の
趣
向
と
し
て
、
次
の
一
一

点
が
指
摘
で
き
る
。

（
一
）
『
新
可
笑
記
』
の
二
十
六
話
中
、
五
話
に
裁
判
・
推
理
の

趣
向
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

竺
己
『
板
倉
政
要
』
『
業
陰
比
事
』
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。

（
一
）
裁
判
・
推
理
の
趣
向
を
持
っ
た
作
品

巻
三
の
二
、
巻
三
の
四
、
巻
三
の
五
、
巻
四
の
四
、
巻
四
の
五

（
二
）
『
板
倉
政
要
』
・
『
業
陰
比
事
』
の
影
響

①
『
板
倉
政
要
』
の
影
響

『
板
倉
政
要
』
は
、
江
戸
時
代
初
期
、
京
都
所
司
代
と
し
て
令
名

の
あ
っ
た
板
倉
伊
賀
守
勝
重
・
周
防
守
重
宗
父
子
の
法
令
集
を
前
半

に
、
そ
の
裁
判
判
決
の
実
例
を
後
半
に
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
写
本

で
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
数
は
非
常
に
多
く
、
別
名
の
作
品
も
か
な

り
多
く
存
在
す
る
。
（
一
）
で
取
り
上
げ
た
『
新
可
笑
記
』
巻
四
の
四

『
書
置
の
思
案
箱
』
は
、
『
板
倉
政
要
』
巻
六
の
六
「
瓢
箪
を
三
子
に

譲
る
事
」
を
明
ら
か
に
原
拠
と
し
て
い
る
。

②
『
葉
陰
比
事
』
の
影
響

『
業
陰
比
事
』
は
、
宋
の
佳
万
栄
が
後
周
の
和
凝
・
和
壕
地
父
子

の
『
疑
獄
集
』
及
び
そ
れ
を
補
正
し
た
宋
の
鄭
克
の
『
折
獄
亀
鑑
』

に
も
と
づ
い
て
、
宋
の
寧
宗
の
間
一
一
幅
三
年
三
三

O
七
）
に
編
集
し

た
書
物
で
、
小
説
で
は
な
く
古
来
の
す
ぐ
れ
た
判
決
の
実
例
を
あ
げ

て
、
刑
獄
を
司
る
者
の
参
考
に
供
し
た
裁
判
実
例
集
で
あ
る
。
巻
一
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の
五
「
先
例
の
命
乞
い
」
に
は
、
「
朝
暮
分
別
し
て
『
業
陰
比
事
』
な

ど
を
枕
に
し
、
夢
に
も
是
を
忘
れ
ず
。
目
安
つ
く
り
と
い
ふ
名
利
に

か
与
は
り
け
る
・
：
」
と
、
人
の
訴
訟
を
商
売
に
す
る
男
が
登
場
す
る
。

こ
の
男
は
、
『
業
陰
比
事
』
を
教
科
書
に
し
て
日
夜
策
を
練
っ
て
い

た
よ
う
で
、
当
時
の
『
業
陰
比
事
』
の
流
布
状
況
が
反
映
さ
れ
て
お

り
、
同
時
に
西
鶴
自
身
が
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

『
本
朝
棲
陰
比
事
』
は
裁
判
小
説
集
で
あ
り
、
『
業
陰
比
事
』

『
板
倉
政
要
』
の
影
響
が
、
前
々
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
実
際
、

こ
の
二
作
品
を
原
拠
と
し
て
い
る
作
品
が
数
話
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
の
考
察
は
第
二
章
で
述
べ
る
が
、
『
新
可
笑
記
』
に
も
『
本

朝
楼
陰
比
事
』
と
同
じ
よ
う
に
『
裳
陰
比
事
』
・
『
板
倉
政
要
』
を

典
拠
と
し
て
い
る
作
品
が
あ
る
こ
と
は
、
『
新
可
笑
記
』
と
『
本
朝
楼

陰
比
事
』
の
大
き
な
共
通
点
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
新
可
笑
記
』
を
「
武
家
物
」
と
し
て
著
そ
う
と
す
る
意
図
は
至

る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
節
で
述

べ
た
よ
う
に
、
武
土
を
描
く
と
い
う
「
武
家
物
」
作
品
と
し
て
の
基

本
か
ら
外
れ
た
点
や
、
副
題
と
内
容
の
不
一
致
な
ど
、
他
の
「
武
家

物
」
と
比
較
し
て
著
し
く
欠
点
が
目
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
『
武
家

義
理
物
語
』
に
も
裁
判
・
推
理
へ
の
興
味
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
事

を
考
え
合
わ
せ
た
と
き
、
『
新
可
笑
記
』
は
「
武
家
物
」
か
ら
裁
判
小

説
集
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
へ
と
、
作
品
の
趣
向
が
移
り
変
わ
る
「
過

渡
期
」
の
作
品
で
あ
る
と
い
う
存
在
意
義
が
見
い
出
せ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
『
武
家
義
理
物
語
』
『
新
可
笑
記
』
『
本
朝
棲
陰
比

事
』
と
、
わ
ず
か
一
年
の
聞
に
立
て
続
け
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
は
、

こ
の
時
期
に
西
鶴
の
興
味
が
集
中
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
『
武
家
義
理
物
語
』
前
に
刊
行
さ

れ
て
い
る
、
「
町
人
物
」
『
日
本
永
代
蔵
』
に
青
砥
藤
綱
の
記
述
が
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

西
鶴
が
用
い
た
裁
判
・
推
理
の
趣
向
は
、
『
武
家
義
理
物
語
』
の

作
品
中
に
使
用
さ
れ
、
『
新
可
笑
記
』
に
至
っ
て
顕
著
に
表
れ
、
さ
ら

に
そ
れ
が
集
約
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
裁
判
小
説
集
『
本
朝
棲
陰
比

事
』
が
著
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
章
『
本
朝
楼
陰
比
事
』
に
つ
い
て

こ
の
章
で
は
『
本
朝
楼
陰
比
事
』
を
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
分
類

し
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
西
鶴
が
『
本
朝
楼
陰
比
事
』
に
何
を
描

こ
う
と
し
た
の
か
を
捉
え
て
い
き
た
い
。
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第
一
節
登
場
人
物
と
訴
訟
の
種
類
に
つ
い
て

（
一
）
登
場
人
物
に
つ
い
て

『
本
朝
棲
陰
比
事
』
は
、
「
御
前
」
と
呼
ば
れ
る
奉
行
が
全
話
に
登

場
し
、
お
し
ら
す
裁
き
を
行
う
。
し
か
し
、
こ
の
「
御
前
」
以
外
に

は
統
一
し
た
登
場
人
物
が
い
な
い
。
そ
こ
で
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
の

特
色
を
探
る
た
め
に
も
、
ま
ず
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
四
十
四
話
の
登

場
人
物
を
社
会
階
層
別
に
分
類
し
た
。

①

町

人

階

層

三

十

九

話

②

武

土

階

層

六

話

③

僧

侶

階

層

五

話



④
村
人
・
里
人

〈
表
二
〉

ノ話

言十
巻 巻 巻 巻 巻
至王 四

七（） 四一九四
（ 

七四一九 C 一 ／＼豆王
・（ ． （ 田了

十ブL
/""¥.1王二二 豆玉二二ノ＼豆玉二二 士二三三 ノ一」、二ー二二
・） ． ・． ・．． ． ） 人
ブL」ノ、A 三三 ／＼三三元六三 (__, ＼ヨ王 t二四

ノ（ム、
（ 

武） ノム、 七 （ 

） ゴ二
） （ 四

（ 
ヨ（王 7L 四 f曽） 

ヨ王

さー
イ呂

（ 
（ ） キ寸

七
一／、一』一且ー一＼~ 〆

（ 十ノ）、
人

～ ノ、

ブL
豆主

6 人

※
（
）
は
、
一
つ
の
話
に
二
階
級
以
上
重
な
っ
て
登
場
し
て
い
る
も
の

①

1
④
以
外
の
階
層
、
例
え
ば
帝
や
公
家
な
ど
の
上
流
階
層
が
登

場
し
て
い
な
い
の
は
、
読
み
手
の
庶
民
に
な
じ
み
が
薄
く
お
し
ら
す

裁
き
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
有
名
な
人

物
や
特
別
に
個
性
の
強
い
人
物
も
登
場
し
な
い
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま

で
裁
判
小
説
と
し
て
統
一
し
よ
う
と
す
る
西
鶴
の
意
図
で
あ
ろ
う
。

ま
た
登
場
人
物
に
町
人
階
層
が
多
い
の
は
、
最
も
町
人
文
化
の
栄

え
た
元
禄
の
時
代
背
景
と
、
当
時
の
「
都
の
町
」
の
繁
栄
ぶ
り
を
反

映
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
に
ぎ
や
か
で
活
気
の
あ
る
「
都
の

町
」
に
は
、
自
然
と
人
々
が
集
ま
っ
て
来
る
も
の
で
あ
り
、
商
人
や

職人が多いのも納得がいく。庶民階層の多様さが「都の

町」そのものを反映しており、またそれが町人文化を支え

る基盤でもある。毎日のように「都の町」の至るところで

たくさんの事件が発生し、当然訴訟も増えてくる。つまり

西鶴は、その多様な町民の姿に題材としての魅力を感じた

のではないだろうか。

（二）訴訟について

次に、訴訟を殺人・窃盗・密通・詐欺・相続・所有・処

置・その他の八つに分類した。訴訟の種類は、特に数が多

いものはなく、ほぼ均等である。

〈表一二〉第二章第一節訴訟について

言十 巻 巻 巻 巻 巻
五 四

ノ＋、 九二 九一 五 殺人

窃盗五 七一L 四 四

四 入 通密

ノ、 ／にプて ノ、 王E三二 /¥ 詐欺

七 四 八五 九七 七六 相続

所有七 八二 王L二

七 九一 七 七回
処

ノ、
置ノ、

そ
四 五 九一 の

他
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（
一
）
の
登
場
人
物
と
合
わ
せ
て
考
察
す
る
と
、
多
様
さ
と
い
う

面
で
共
通
し
て
い
る
が
、
四
十
四
話
に
こ
れ
だ
け
の
材
料
を
盛
り
込



ん
だ
西
鶴
の
意
図
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
武
家
物
」
に
み
ら
れ
る
登
場
人
物
や
内
容
は
統
一
さ
れ
て
い
た
。

た
と
え
ば
『
武
道
伝
来
記
』
は
そ
の
題
鑑
に
「
諸
国
敵
討
」
と
あ
る

よ
う
に
、
全
話
敵
討
ち
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
『
武
家
義
理
物
語
』
で

は
武
士
の
「
義
理
物
語
」
を
集
め
、
多
少
は
登
場
人
物
に
広
が
り
が

み
え
て
く
る
が
、
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
ほ
ど
で
は
な
い
。

『
本
朝
樫
陰
比
事
』
で
は
、
登
場
人
物
の
職
業
や
階
層
・
事
件
と

全
て
が
そ
れ
ぞ
れ
に
多
様
で
、
こ
の
階
層
だ
か
ら
こ
の
種
の
事
件
に

限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
、
西
鶴
が
裁
判
小
説

を
選
ん
だ
理
由
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
に
は
社

会
に
生
き
る
人
聞
の
生
の
姿
、
い
わ
ゆ
る
現
実
世
界
が
描
か
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
西
鶴
は
、
そ
の
鋭
い
人
間
洞
察
力
に
よ
っ
て

登
場
人
物
を
現
実
そ
の
ま
ま
の
姿
で
生
き
生
き
と
描
き
出
す
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
二
一
節
御
前
の
裁
決
に
つ
い
て

第
一
節
で
は
登
場
人
物
と
訴
訟
を
考
察
し
た
が
、
こ
の
節
で
は
御

前
の
裁
決
を
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
つ
か
み
、
『
本
朝
槙
陰

比
事
』
に
描
か
れ
て
い
る
御
前
の
人
物
像
と
作
品
に
お
け
る
そ
の
役

割
を
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
御
前
の
裁
決
を
次
の
六
つ
に
分
類
し
て
み
た
。

①
御
前
が
自
ら
の
知
恵
を
使
い
、
機
転
を
き
か
せ
る
も
の
。

（
犯
人
を
試
す
も
の
も
含
む
）

②
御
前
が
真
実
を
見
抜
き
、
そ
の
判
断
の
正
し
か
っ
た
も
の

③
御
前
が
知
識
を
使
っ
て
裁
決
す
る
も
の

④御前が訴えた者の真意を理解し、公平に裁決する

もの

⑤解決が直接御前によらないもの

⑥その他

〈表四〉

計 巻 巻 巻 巻 巻
五 四

豆王二二
十
プて三三 ． 四 ① 
士二 gg ノ占、 九

十 八四 八四 」ノ、ー． 
四
・． －． ．－ 一- ② 
九七 九七 八四

四 ノ4、- ③ 
五

九 ． 五 五 プミZ ④ 
九 五 士二

七 ／＼、 ⑤ 

人 ⑥ 
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①
御
前
が
自
ら
の
知
恵
を
使
い
、
機
転
を
き
か
せ
る
も
の
。
（
犯

人
を
試
す
も
の
も
含
む
）
十
三
話

特
に
巻
五
に
は
六
話
み
ら
れ
、
他
の
巻
よ
り
数
が
多
い
。
御
前
が

事
件
に
応
じ
て
適
切
な
手
段
を
講
じ
、
容
疑
者
を
試
し
て
暴
露
さ
せ

る
裁
決
方
法
が
描
か
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
御
前
の
知
恵
と
機
転
の

早
さ
が
表
さ
れ
て
い
る
。

②
御
前
が
真
実
を
見
抜
き
、

そ
の
判
断
の
正
し
か
っ
た
も
の十
四
話



①
と
同
様
に
数
が
多
い
。
詐
欺
師
の
仕
業
で
あ
る
こ
と
を
す
ぐ
に

見
抜
く
巻
一
一
の
三
、
巻
四
の
六
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
正
し
い

判
断
力
と
推
理
力
を
持
っ
た
御
前
が
描
か
れ
て
い
る
。
正
し
い
も
の

を
見
分
け
る
隈
は
、
裁
判
官
と
し
て
最
も
必
要
と
さ
れ
る
要
素
で
あ

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

③
御
前
が
知
識
を
使
っ
て
裁
決
す
る
も
の
凹
話

御
前
が
中
国
の
古
書
や
医
学
書
か
ら
の
知
識
を
も
と
に
し
て
裁
決

す
る
も
の
で
、
非
科
学
的
で
奇
談
の
趣
向
が
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
巻
三
の
一
一
に
医
学
書
「
本
草
網
目
」
の
影
響
が
み
え
る
。

八
年
間
箱
に
入
れ
て
お
い
た
預
か
り
手
形
が
い
つ
の
間
に
か
白
紙

に
な
っ
て
お
り
、
金
を
返
し
て
も
ら
え
ず
に
困
っ
て
訴
え
た
者
に
対

し
て
「
烏
賊
の
黒
み
に
粉
糊
を
摺
り
ま
ぜ
て
書
か
る
物
は
、
三
一
年
過

れ
ば
白
紙
に
な
る
と
い
ふ
事
『
本
草
』
に
見
へ
た
り
」
と
御
前
が
言

う
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
っ
き
り
と
書
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
本
草
綱
目
」
と
は
、
中
国
の
本
草
書
で
、
万
暦
六
年
（
一
五
七

八
）
成
立
、
全
五
十
二
巻
、
明
の
李
時
珍
撲
。
薬
と
な
る
品
目
一
八

O
O余
種
を
分
類
し
、
産
地
・
形
状
・
処
方
な
ど
を
記
し
た
書
で
、

日
本
に
は
、
慶
長
十
二
年
三
六

O
八
）
に
伝
来
し
て
い
る
。
巻
一

の
五
、
巻
四
の
六
に
も
「
本
草
綱
目
」
か
ら
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
奇
妙
な
現
象
は
現
代
か
ら
考
え
る
と
じ
つ
に
非
科
学
的

で
あ
り
、
実
際
こ
の
方
法
で
裁
決
が
可
能
で
あ
っ
た
か
は
疑
わ
し
い
。

ま
た
、
西
鶴
が
「
本
草
綱
目
」
に
ど
れ
ほ
ど
通
じ
て
い
た
か
も
不
明

で
あ
る
。
し
か
し
、
奇
談
め
い
た
不
思
議
な
話
の
趣
向
は
読
者
の
興

味
を
引
き
付
け
る
格
好
の
題
材
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、

奇
談
の
趣
向
に
加
え
て
、
御
前
が
医
学
書
に
も
通
じ
て
い
る
と
い
う

博
識
ぶ
り
が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
い
る
効
果
も
狙
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

④
御
前
が
訴
え
た
者
の
真
意
を
理
解
し
、
公
平
に
裁
決
す
る
も
の
九
話

ほ
と
ん
ど
の
話
が
遺
産
相
続
・
土
地
争
い
の
解
決
で
あ
る
。
特
に

難
事
件
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
事
が
ど
う
に
も
収
ま
ら
な
い

た
め
、
御
前
に
解
決
を
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
趣
向
の
話
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
善
悪
の
判
断
と
い
う
よ
り
、
御
前
の
処
置
能
力
が
問
わ
れ
て
い

る。⑤
解
決
が
直
接
御
前
に
よ
ら
な
い
も
の
三
話

御
前
が
直
接
手
を
下
さ
ず
に
事
件
が
解
決
し
た
も
の
。

⑥

そ

の

他

一

話

①
②
④
の
数
を
合
わ
せ
る
と
、
計
三
十
五
話
と
な
り
、
『
本
朝
棲

陰
比
事
』
四
十
四
話
の
八
割
を
占
め
る
。
①
で
は
御
前
の
機
転
の
利

い
た
知
恵
者
ぶ
り
、
②
で
は
判
断
力
と
推
理
、
④
で
は
公
平
な
裁
き

と
い
う
よ
う
に
、
裁
判
官
に
必
要
と
さ
れ
る
要
素
ば
か
り
が
描
か
れ

て
い
る
。
ま
た
、
③
で
は
医
学
に
ま
で
通
じ
た
博
識
ぶ
り
が
み
ら
れ
、

最
後
の
話
（
五
の
九
）
で
は
粋
な
裁
決
を
行
う
人
間
味
豊
か
な
面
も

描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
の
御
前
は

奉
行
の
理
想
像
の
要
素
が
全
て
備
わ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

題
叢
に
、
「
ち
ゑ
」
「
ふ
ん
べ
つ
」
「
し
あ
ん
」
「
じ
ひ
」
「
か
ん
に

ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、
登
場
す
る
御
前
の
姿
は
機
知
に
富
み
思
慮
深

く
、
慈
悲
心
を
持
っ
て
常
に
公
平
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
当
時
こ

れ
ほ
ど
ま
で
上
手
く
裁
判
が
取
り
行
わ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
未
解
決
で
お
蔵
入
り
の
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
も
っ
と

残
酷
な
取
り
調
べ
や
刑
罰
が
行
わ
れ
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
し

n
h
u
 



か
し
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
中
の
御
前
は
、
ほ
と
ん
ど
の
事
件
を
す
ぼ

ら
し
い
裁
決
で
解
決
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
御
前
に
は
裁
判
官

の
理
想
像
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
想
像

を
描
い
た
背
景
に
は
、
西
鶴
と
い
う
作
者
の
後
ろ
に
い
る
読
み
手
で

あ
る
民
衆
が
存
在
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

『
本
朝
棲
陰
比
事
』
に
描
か
れ
て
い
る
御
前
は
、
民
衆
の
願
い
と

希
望
の
込
め
ら
れ
た
、
理
想
の
奉
行
像
な
の
で
あ
る
。

第
三
節
原
拠
と
の
比
較

『
本
朝
楼
陰
比
事
』
は
、
多
く
の
原
拠
作
品
の
影
響
を
受
け
て
い

る
。
な
か
で
も
『
葉
陰
比
事
』
・
『
板
倉
政
要
』
の
影
響
が
大
き
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。

『
業
陰
比
事
』
は
中
国
の
裁
判
実
話
集
で
、
『
板
倉
政
要
』
は
日
本

の
裁
判
判
例
集
で
あ
る
。
『
本
朝
楼
陰
比
事
』
中
の
い
く
つ
か
の
話

が
、
こ
の
一
一
作
品
を
原
拠
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
西
鶴
の
脚
色
が
至
る
と
こ
ろ
に
発
見
さ
れ
、
独
自
の
裁
判

小
説
集
を
築
き
上
げ
て
い
る
。

題
名
の
「
業
陰
」
と
は
、
周
の
召
公
が
地
方
を
巡
業
し
た
と
き
、

業
樹
の
下
で
訴
え
を
聴
き
裁
決
し
、
善
政
を
し
い
た
の
で
、
人
民
は

そ
の
徳
を
慕
い
、
召
公
が
没
す
る
と
、
裳
樹
を
愛
し
甘
業
の
詩
を
つ

く
っ
た
と
い
う
故
事
を
踏
む
語
で
あ
る
。
『
本
朝
楼
陰
比
事
』
の
題

名
は
、
こ
の
『
栄
陰
比
事
』
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
本

朝
楼
陰
比
事
』
巻
一
の
一
「
春
の
は
じ
め
の
松
葉
山
」
の
冒
頭
に
、

こ
の
小
説
の
大
意
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

「
比
事
」
と
は
二
話
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
『
葉
陰
比
事
』
百
四

十
四
話
は
類
に
よ
っ
て
二
話
ず
つ
対
比
さ
せ
て
、
七
十
二
群
に
分
け

る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
『
本
朝
楼
陰
比
事
』
は
、
「
比
事
」

の
名
を
襲
つ
て
は
い
る
が
、
そ
の
形
式
は
同
じ
で
は
な
い
。

ま
た
、
『
業
陰
比
事
』
は
裁
判
実
話
集
で
あ
る
た
虫
、
『
本
朝
楼
陰

比
事
』
と
異
な
り
裁
い
た
人
物
の
名
前
が
一
話
一
話
違
っ
て
い
る
。

裁
決
に
つ
い
て
も
必
ず
正
し
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、

他
の
裁
き
と
比
較
さ
れ
、
な
か
に
は
誤
っ
て
い
る
、
行
き
過
ぎ
と
い

う
話
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
本
朝
楼

陰
比
事
』
の
御
前
が
常
に
理
想
的
で
あ
る
の
と
は
大
き
な
違
い
が
あ

る
。
こ
こ
に
、
作
品
名
の
似
た
、
こ
の
二
作
品
の
創
作
意
図
の
違
い

が
明
ら
か
で
あ
る
。
『
業
陰
比
事
』
は
、
裁
判
官
の
現
実
の
姿
を
あ
ら

わ
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
『
本
朝
楼
陰
比
事
』
は
、
理
想
の
姿
を
追
っ

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

次
に
『
本
朝
楼
陰
比
事
』
の
中
で
『
板
倉
政
要
』
を
原
拠
と
し
て

い
る
話
を
取
り
上
げ
、
比
較
・
考
察
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
、
最

も
際
立
っ
た
脚
色
の
な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
第
三
の
五
「
落
と

し
手
有
拾
い
手
有
」
を
取
り
上
げ
、
原
拠
で
あ
る
『
板
倉
政
要
』
「
聖

人
公
事
捌
」
と
比
較
・
考
察
し
て
み
た
い
。

登
場
人
物
・
内
容
を
み
て
も
「
落
と
し
手
有
拾
ひ
手
有
」
は
「
聖

人
公
事
捌
」
を
原
拠
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
『
本
朝
楼
陰

比
事
』
に
お
け
る
脚
色
と
し
て
は
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
時
間
の
設
定
（
十
二
月
二
十
八
日
）

②
落
と
し
た
金
額
（
三
分
か
ら
三
両
へ
）

③
裁
き
が
二
段
階
と
な
っ
て
い
る

時
間
の
設
定
（
十
二
月
二
十
八
日
）
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時
聞
を
十
二
月
二
十
八
日
と
い
う
年
の
暮
れ
の
最
も
忙
し
く
金
に

困
る
時
期
に
設
定
し
て
、
現
実
的
印
象
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ

れ
は
犯
行
の
重
要
な
動
機
付
け
と
な
り
伏
線
を
張
る
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

②
落
と
し
た
金
額
（
三
分
か
ら
三
両
へ
）

落
と
し
た
金
が
、
三
分
か
ら
三
両
と
四
倍
近
く
増
え
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
大
金
を
落
と
し
主
が
拾
い
主
に
す
ん
な
り
と
譲
る
こ
と
に

疑
問
を
抱
か
せ
る
。

③
裁
き
が
こ
段
階
と
な
っ
て
い
る

第
一
の
裁
決
で
は
、
御
前
が
病
気
の
た
め
名
代
と
し
て
あ
る
家
老

が
登
場
す
る
。
家
老
は
名
奉
行
の
代
役
で
あ
る
の
で
ど
う
に
か
し
て

上
手
く
治
め
る
手
段
は
な
い
か
と
思
案
し
、
「
一
一
一
方
一
両
損
」
を
提

案
す
る
。
こ
れ
は
、
拾
っ
た
三
一
両
に
家
老
の
手
持
ち
の
三
両
を
加
え

て
計
六
両
と
し
、
そ
れ
を
落
し
主
・
拾
い
主
・
家
老
の
三
人
で
二
両

ず
つ
分
け
る
と
三
人
そ
れ
ぞ
れ
が
一
両
損
を
す
る
と
い
う
公
平
な
お

裁
き
で
あ
る
。
こ
れ
で
一
応
は
解
決
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と

が
御
前
に
伝
え
ら
れ
る
と
、
御
前
は
「
拾
い
主
が
落
と
し
主
と
議
論

な
ど
し
な
く
て
も
金
の
捨
て
よ
う
は
＋
い
く
ら
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
こ

こ
に
訴
え
た
と
い
う
の
が
怪
し
い
」
と
疑
問
を
抱
き
、
今
度
は
御
前

に
よ
っ
て
第
二
の
裁
決
が
行
わ
れ
、
再
度
一
一
人
を
呼
び
寄
せ
て
白
状

さ
せ
る
と
狂
言
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

裁
決
が
三
段
階
と
は
手
の
混
ん
だ
構
成
で
、
第
二
の
裁
決
で
の
逆

転
劇
の
面
白
さ
を
ね
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
御
前
の
真

実
を
見
抜
く
鮮
や
か
な
名
奉
行
ぶ
り
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

『
板
倉
政
要
』
の
奉
行
と
比
べ
て
よ
り
理
想
化
さ
れ
た
姿
が
描
か
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
西
鶴
の
脚
色
か
ら
は
、
小
説
化
を
試
み
る
意
図
が
感

じ
ら
れ
る
。
『
業
陰
比
事
』
・
『
板
倉
政
要
』
は
、
あ
る
事
件
か
ら
訴

訟
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
の
裁
判
が
行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
を

伝
え
る
だ
け
の
実
録
的
読
物
で
あ
り
、
裁
判
官
へ
の
教
訓
書
と
し
て

の
性
質
が
大
き
く
、
大
衆
の
読
物
と
し
て
は
面
白
み
が
欠
け
て
い
る
。

そ
の
点
を
補
い
読
み
手
を
も
っ
と
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
は
、
小
説
と

し
て
の
要
素
を
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
奇
談
の
趣
向
を
も
た
せ
た

り
、
後
日
談
を
加
え
て
話
の
展
開
に
意
外
性
を
持
た
せ
、
読
み
手
を

話
に
引
き
込
み
楽
し
ま
せ
る
と
い
う
手
段
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

実
録
話
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
加
え
て
小
説
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

特
に
、
巻
三
の
五
「
落
と
し
手
有
拾
ひ
手
有
」
で
の
二
段
階
の
裁
き

は
、
実
は
狂
一
言
目
だ
っ
た
と
い
う
意
外
性
と
推
理
の
面
白
さ
を
読
み
手

に
与
え
て
い
る
。

さ
ら
に
登
場
人
物
に
も
西
鶴
の
脚
色
が
伺
え
る
。
原
拠
で
あ
る

『
板
倉
政
要
』
で
は
、
金
を
譲
り
合
う
三
人
は
「
今
の
世
の
聖
人
」

と
奉
行
に
褒
め
た
た
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
『
本
朝
棲
陰
比
事
』

で
は
共
謀
し
て
狂
言
を
は
た
ら
い
た
悪
賢
い
人
物
に
変
わ
っ
て
い
る
。

登
場
人
物
を
「
聖
人
」
か
ら
「
悪
人
」
に
変
え
た
の
は
、
人
間
味
を

加
え
る
西
鶴
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
年
の
瀬
で

金
銭
的
余
裕
の
無
い
時
期
に
三
両
も
の
大
金
を
落
と
し
て
簡
単
に
拾

い
主
に
譲
る
と
い
う
善
良
者
は
、
あ
ま
り
に
も
「
聖
人
」
す
、
ぎ
て
面

白
み
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
現
実
で
は
や
は
り
欲
に
走
る
の
が
人
間
で

あ
る
、
と
い
う
描
か
れ
方
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
登
場
人
物
は
よ
り
現
実
的
に
、
御
前
は
よ
り
名
奉
行
ら
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し
く
理
想
化
さ
れ
た
姿
で
描
か
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
人
物
像
は
、

西
鶴
の
鋭
い
人
間
洞
察
力
に
よ
っ
て
原
拠
以
上
の
魅
力
を
与
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
西
鶴
は
『
裳
陰
比
事
』
・
『
板
倉
政

要
』
か
ら
題
材
を
借
り
て
は
い
る
が
、
話
に
小
説
性
を
持
た
せ
、
登

場
人
物
の
人
間
像
に
脚
色
を
加
え
る
事
に
よ
っ
て
独
自
の
裁
判
小
説

集
と
し
て
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
を
著
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

結
び第
一
章
で
は
『
本
朝
樫
陰
比
事
』
の
成
立
を
「
武
家
物
」
か
ら
の

流
れ
と
し
て
と
ら
え
、
第
一
一
章
で
は
『
本
朝
棲
陰
比
事
』
の
登
場
人

物
と
訴
訟
の
考
察
か
ら
西
鶴
の
描
く
人
間
像
を
、
御
前
の
裁
決
ぶ
り

か
ら
は
奉
行
の
理
想
像
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

多
種
多
様
で
現
実
的
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
登
場
人
物
に
は
、
「
都

の
町
」
を
舞
台
と
す
る
意
図
と
西
鶴
の
鋭
い
人
間
洞
察
の
眼
が
感
じ

ら
れ
る
。
ま
た
、
御
前
に
は
題
簸
の
示
す
通
り
の
理
想
的
奉
行
像
が

描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
同
時
に
当
時
の
庶
民
（
町
民
〉
の
願
望
が

十
分
反
映
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
『
業
陰
比
事
』
・
『
板
倉
政
要
』
の
影
響
を
ー
受
け
な
が
ら

も
、
そ
れ
ら
の
裁
判
実
例
集
と
同
じ
構
成
を
と
ら
ず
に
、
後
日
談
を

加
え
る
な
ど
の
工
夫
に
よ
り
小
説
性
を
も
た
せ
、
西
鶴
は
『
本
朝
樫

陰
比
事
』
を
独
自
の
裁
判
小
説
集
と
し
て
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

・
『
本
朝
棲
陰
比
事
』

対
訳
西
鶴
全
集
十
一

麻
生
磯
次
・
冨
土
昭
雄

訳
注

明
治
書
院

（
昭
和
五
二
年
一
月
二
五
日
）

・
『
新
可
笑
記
』
対
訳
西
鶴
全
集
九

麻
生
磯
次
・
冨
土
昭
雄
訳
注
明
治
書
院

（
昭
和
五
一
年
八
月
二
五
日
）

・
『
武
家
義
理
物
語
』
対
訳
西
鶴
全
集
八

麻
生
磯
次
・
冨
土
昭
雄
訳
注
明
治
書
院

（
昭
和
五
一
年
四
月
二
五
日
）

・
『
栄
陰
比
事
』
中
国
古
典
文
学
大
系
三
十
九

駒
田
信
二
訳
・
解
題
平
凡
社
（
昭
和
四
四
年
十
一
月
五
日
）

・
『
板
倉
政
要
』
京
都
大
学
図
書
館
蔵

－
『
西
鶴
年
譜
考
証
』
野
間
光
辰
中
央
公
論
社

（
昭
和
二
七
年
三
月
一
日
）

-64ー

－
「
本
朝
棲
陰
比
事
説
話
系
統
の
研
究
」

滝
田
貞
治
『
西
鶴
様
棄
』
白
帝
社
（
昭
和
四
O
年
七
月
二
五
日
〉

・
「
本
朝
棲
陰
比
事
考
証
」
野
間
光
辰
『
西
鶴
新
新
孜
』

岩
波
書
店
（
昭
和
五
八
年
八
月
二
四
日
）

・
「
新
可
笑
記
」
と
「
本
朝
棲
陰
比
事
」

障
俊
康
隆
『
西
鶴
評
論
と
研
究
』
下
・
改
訂
版
中
央
公
論
社

（
昭
和
二
八
年
二
月
一
五
日
）




